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資料Ａ－１－①－23続き 

学科 職位 氏名 期間 テーマ 備考

総合科学科 講師 上條利夫 平成25年4月1日～平成26年3月31日 能動制御が可能な超潤滑表面の創製
平成２４年度（平成２４年４
月１日～平成２５年３月３１
日）より継続

機械工学科 准教授 増山知也 〃 浸炭歯車の損傷評価と予寿命予測
平成２４年度（平成２４年４
月１日～平成２５年３月３１
日）より継続

制御情報工学科 准教授 三村泰成 〃
災害対応型組立構造物の設計・供給システ
ムの開発

平成２４年度（平成２４年４
月１日～平成２５年３月３１
日）より継続

平成２５年度　研究奨励教員の決定について

 

 

（出典：総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，本校の研究活動目的のもと，教員と技術職員が意欲的に研究活動を展開する研究体制とな

っている。本校の研究目的を達成させるために，地域共同テクノセンター，総合情報センター，図書メ

ディアセンター及び教育研究技術支援センター等が整備され，研究を支援している。研究成果は，各種

学会やセミナー，地域共同テクノセンターリポート等で公表している。  

 以上により，本校では，研究の目的を達成するための研究体制と支援体制が整備されており，有効に

機能している。 

 

 

観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

（観点に係る状況）  

研究成果による特許等出願・取得が行われ，技術の蓄積がなされている（資料Ａ－１－②－１）。個々

の教員の研究は多岐にわたり，それらの研究成果を利用した教材の開発や教科書の執筆活動は意欲的に

行われており，教育の成果も向上している（資料Ａ－１－②－２）。本校の教員が，研究の目的に沿って

行った研究の成果は，毎年多くの論文・各種学会・セミナー等で発表され，平成24年度においては約230

件と多く，論文賞を受賞した教員もいる（資料Ａ－１－②－３）。また，教育への研究成果の還元として，

近年の学生による研究発表が意欲的に行われている（資料Ａ－１－②－４）。学生に授与された賞として

は，卒業研究の優秀学生を表彰する平川賞，学会から優秀な学生に与えられる各種の賞を平成20年度か

ら平成24年度までに40人の学生が受賞した（資料Ａ－１－②－５）。これらの賞の他に，学会発表の論文

賞も受賞するという成果が上がっている（資料Ａ－１－②－４参照）。教員の研究活動状況や成果は新聞

などのマスコミに掲載されている（資料Ａ－１－②－６）。 

本校は「地域密着型高専」として地域社会と密接に連携協力することを内外に標榜しており，それ以

来地域社会・地域企業等に寄与・貢献する高専として，地域と共存・共栄し，相互に充実・発展するこ

とを目標にしている。本校の地域への寄与・貢献の拠点である地域共同テクノセンターが地域の研究機

関と合同で開催する「市民サロン」，「山形大学農学部・工学部・鶴岡高専連携による情報交換会」，「産

学連携研究発表会」及び技術振興会助成研究報告を通して，積極的に地域へ公開している（資料Ａ－１

－①－７～10）。また，地域への技術的貢献として「専攻科研究・卒業研究テーマの公募」を行い，平成

24年度においては12件を採択している（資料Ａ－１－②－11）。「技術相談」も多数寄せられ20～30件に

応えている（資料Ａ－１－②－12）。毎年１回オープンラボを行い、地域の企業と研究に関する情報交換

を行っている（資料Ａ－１－②－13）。地域の３銀行などと協力協定を結んでからは，銀行の支店経由で

も技術相談の依頼が寄せられるようになった（資料Ａ－１－②－14）。さらに，庄内地域の若手技術者の

ための「人材養成講座」に講師を派遣し，地域産業の活性化に協力している（資料Ａ－１－②－15）。平

成24年度に，地域共同テクノセンターを通したり，あるいは研究者が直接に受託したりして，機構以外

の者から委託を受けた研究は25件である（資料Ａ－１－②－16）。鶴岡市は人口約137千人の小都市であ

るが，受託研究の多さは，地域との連携が活発に行われていることを示している。 
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資料Ａ－１－②－１ 

特許等の出願・取得の状況 

 

項目 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 計 

特許等出願

件数 
１ ４ ２ ６ ３ １６ 

特許等取得

件数 
０ ０ ０ ０ ３ ３ 

 

（出典：企画室資料） 

 

資料Ａ－１－②－２ 

 

教科書執筆等の状況 

  総合科学科  佐藤 浩 

【著 書】  

   

 佐藤 浩、阿蘇和寿、池永彰吾、梅野善雄、古城克也、 

 斉藤四郎、杉山琢也、角 秀吉、田端敬昌、徳一保生、 

 中里肇、三木晴夫、深山 徹： 

 新編 高専の数学１［第２版・新装版］、森北出版(2012) 

  

 佐藤 浩、阿蘇和寿、池永彰吾、梅野善雄、古城克也、 

 斉藤四郎、杉山琢也、角 秀吉、田端敬昌、徳一保生、 

 中里肇、三木晴夫、深山 徹： 

 新編 高専の数学２［第２版・新装版］(2011) 

  

 佐藤 浩、阿蘇和寿、池永彰吾、梅野善雄、古城克也、 

 斉藤四郎、杉山琢也、角 秀吉、田端敬昌、徳一保生、 

 中里肇、三木晴夫、深山 徹： 

 新編 高専の数学３［第２版・新装版］(2012) 

  

 佐藤 浩、阿蘇和寿、池永彰吾、梅野善雄、古城克也、 

 斉藤四郎、杉山琢也、角 秀吉、高山 礎、田端敬昌、 

 徳一保生、中里肇、三木晴夫、深山 徹： 

 新編 高専の数学１問題集（第２版）(2012) 

  

 佐藤 浩、阿蘇和寿、池永彰吾、梅野善雄、古城克也、 

 斉藤四郎、杉山琢也、角 秀吉、高山 礎、田端敬昌、 

 徳一保生、中里肇、三木晴夫、深山 徹： 

 新編 高専の数学２問題集（第２版）(2011) 
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 佐藤 浩、阿蘇和寿、池永彰吾、梅野善雄、古城克也、 

 斉藤四郎、杉山琢也、角 秀吉、高山 礎、田端敬昌、 

 徳一保生、中里肇、三木晴夫、深山 徹： 

 新編 高専の数学３問題集（第２版）(2012) 

 

（出典：総務課資料） 

 

資料Ａ－１－②－３ 

 

平成 24年度研究活動の状況（抜粋） 

五十嵐 幸 德 

【学会発表】  

  伊藤猛晋, 五十嵐幸德：置換型新四元系１６Ｈ型シリサイドの形成, 日本機械学会東北学生会第 43

回卒業研究発表講演会講演論文集，53-54, (2013) 

 

小野寺 良 二 

【論 文】 

 宍戸道明，小野寺良二：離島での家電修理ボランティアを通した実践的技術者育成と地域貢献，論

文集｢高専教育｣，第 35号，Pp269～274，(2012) 

【学会発表】 

 長沼秀昌，小野寺良二：自走型車椅子の操作力の実験的検証，東北学生会第 42 回学生員卒業研究

発表講演会，Pp184-185，(2012) 

【学会発表】 

 半澤端弥，小野寺良二：リクライニング機能を有する育児支援椅子の検討，東北学生会第 42 回学

生員卒業研究発表講演会，Pp196-197，(2012) 

【学会発表】 

 小屋重誠，小野寺良二：ポテンシャル法を用いた簡易回避アルゴリズムの検討，東北学生会第 42

回学生員卒業研究発表講演会，Pp202-203，(2012) 

【学外発表】 

 小野寺良二：育児支援椅子の開発，2012春 ビジネスマッチ東北，(2012) 

【学外発表】 

 宍戸道明，小野寺良二，阿部貴穂，大瀧恵理：離島における家電修理ボランティア活動，2012やま

がた公益大賞公開プレゼンテーション，(2012) 

【研究報告】 

 小野寺良二：障がい児育児用支援機器の開発，鶴岡高専技術振興会助成研究報告，(2012) 

【各種補助金・助成金による研究】 

 小野寺良二：平成 23年度 東北６高専・モノ造型教育研究コンペティション，障がい児育児用支援

機器の製作，750千円，(23年度) 
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資料Ａ－１－②－３続き 

 

【各種補助金・助成金による研究】 

 小野寺良二：平成 24年度飛島ボランティア活動支援補助金，飛島における家電修理ボランティア，

77千円，(24年度) 

【各種補助金・助成金による研究】 

 小野寺良二：平成 24年度 東北６高専・モノ造型教育研究コンペティション，障がい児養育用支援

機器の製作，100千円，(24年度) 

【受託研究】 

 小野寺良二：鶴岡高専技術振興会助成事業，障がい児育児用支援機器の開発，500千円，(23年度) 

【受託研究】 

 小野寺良二：鶴岡高専技術振興会助成事業，障がい児養育支援機器「抱っこ器」の開発，500千円，

(24年度) 

 

今 野 健 一 

【学会発表】 

Ken-ichi Konno, Tadashi Kosawada, Yasushi Kaneyama, Hiroya Endo, Zhonggang Feng: 

Non-invasive Stiffness Detection Method for Living Cell Nucleus by Using Piezoelectric 

Micro Sensor， Proceedings of the World Congress on Medical Physics and Biomedical 

Engineering, Beijing, China, 4pp., (2012) 

【学会発表】 

Ken-ichi Konno, Tadashi Kosawada, Toru Ichita, Zhonggang Feng, Yasukazu Hozumi, Kaoru 

Goto: Novel Three-dimensional Micro Vibration Stage and Its Ability to Influence in Cellular 

Senescence, Proceedings of the World Congress on Medical Physics and Biomedical Engineering 

in Beijing, China, 4pp., (2012) 

【学会発表】 

遠藤洋也，金山寧，今野健一，馮忠剛, 小沢田正：ヒト骨芽細胞核の形状および力学特性評価

法の開発, 日本機械学会 Dynamics and Design Conference 2012, USB 論文集，No.429, 9pp. (2012) 

【学会発表】 

小泉智幸，会田和広，今野健一，馮忠剛，小沢田正：マウス iPS 細胞の分化過程における力学

刺激の影響評価, 日本機械学会 Dynamics and Design Conference 2012, USB 論文集，No.431, 9pp. 

(2012) 

【学会発表】 

後藤敬成，今野健一，小沢田正，馮忠剛，八月朔日泰和，後藤薫：超小型 3 次元振動ステージ

の細胞培養への応用，日本機械学会東北支部第 48 期秋季講演会，No.2012-2，pp.56-57. (2012) 
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資料Ａ－１－②－３続き 

 

佐々木 裕 之 

【学会発表】 

 佐々木裕之，増山知也，高橋隆行：ロータの運動創成によるクラウン減速機の歯形の生成，第 30

回日本ロボット学会学術講演会, 講演論文集 2O1-2, (2012) 

【学会発表】 

 伊藤広平，佐々木裕之，増山知也，高橋隆行：クラウン減速機と 6個の直動アクチュエータを用い

たモータの開発，東北学生会第 42回学生員卒業研究発表講演会，講演論文集，pp238-239，(2012) 

【学会発表】 

 秋山大樹，佐々木裕之，増山知也，高橋隆行：φ100 クラウン減速機の効率の計測システムの開発，

東北学生会第 42回学生員卒業研究発表講演会，講演論文集，pp246-247，(2012) 

【特許（取得）】 

 高橋隆行，佐々木裕之，安沢孝太，藤森優太，高崎進，秦豪一，伏見雅英：クラウンギヤ減速機構

（特許第 5054853）2012.8.3 登録 

【国際特許（取得）】 

 高橋隆行，佐々木裕之，増山知也：変形クラウンギヤ減速機構(PCT/JP/2009/66036)，欧州

（EP09815417.2） 

【国際特許（取得）】 

 高橋隆行，佐々木裕之，増山知也：変形クラウンギヤ減速機構(PCT/JP/2009/66036)，米国

（US12/674,942） 

【国際特許（取得）】 

 高橋隆行，佐々木裕之，増山知也：変形クラウンギヤ減速機構(PCT/JP/2009/66036)，カナダ

（CA2,696,888） 

【国際展示会】 

 "Zero-Backlash, Small Size, Power Precise Actuator", 

MEDICA 2011(デュッセルドルフ市、ドイツ), Hall 16, C-40 (2011) 

【展示会】 

 産学官連携市推進会議(第 11回)：イノベーションジャパン 2012, ゼロバックラッシュ・小型・高

出力アクチュエータ,ブース W-7,(2012) 

【各種補助金・助成金による研究】 

 佐々木裕之(共同研究員)：地域イノベーションクラスター戦略支援プログラム(グローバル型)サブ

テーマ名：「医療用 Visible-Tangible 技術の開発と高度診断・治療装置への応用展開」40,230 千円 

(2012年度) 

【各種補助金・助成金による研究】 

 佐々木裕之(共同研究員)：JST. 大学発新産業創出拠点プロジェクト（プロジェクト支援型）サブ

テーマ名：「モータ内蔵型ミリサイズ・バックラッシュレス関節アクチュエータの事業化」18,000 千

円 (2012年度) 
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資料Ａ－１－②－３続き 

 

竹 村   学 

【学会発表】  

  竹村学，五十嵐弘一，進藤光貴，仲野嵩史：時間割編成支援システムの開発，計測自動制御学

会東北支部第 271 回研究集会，271-7，(2012) 

 

本 橋   元  

【著 書】 

 編著者：黒田昌裕，大歳恒彦，著者：山越啓一郎，山本裕樹，小林丈一，齋藤拓，丹省一，本橋元，

小沢亙，野崎大喬，金子舞，藤科智海，野堀嘉裕，瀧誠志郎，白迎玖：「脱温暖化 地域からの挑戦 山

形・庄内の試み」(第４章を共同執筆)，慶應義塾大学出版会(2012.4) 

【学会発表】 

 本橋元，原拓海，岡田拓己，丹省一：斜面上のサボニウス型風車の出力に関する一考察，第 33 回

風力エネルギー利用シンポジウム予稿集, pp.284-287 (2011.11) 

【学会発表】 

 阿部健太，本橋元，丹省一，佐藤大輔，武田啓之，畑田一志，稲垣守人，伊藤健：寺川用水路にお

けるマイクロ水力発電装置の実証試験，第 17回庄内・社会基盤技術フォーラム講演概要集, pp. 49-52 

(2012.1) 

【学会発表】 

 阿部健太，本橋元：オープンクロスフロー型マイクロ水車における導水路形状の影響，日本機械学

会東北学生会第 42回卒業研究発表講演会講演論文集, pp.122 -123(2012.3) 

【学会発表】 

 原拓海，本橋元：斜面上のサボニウス型風車に作用する力の測定，日本機械学会東北学生会第 42

回卒業研究発表講演会講演論文集, pp.130 -131(2012.3) 

【学会発表】 

 峯田寮，本橋元：リボン型風車の出力特性，日本機械学会東北学生会第 42 回卒業研究発表講演会

講演論文集, pp.132 -133(2012.3) 

【学会発表】 

 鈴木駿，本橋元：可搬型水力発電装置の検討，日本機械学会東北学生会第 42 回卒業研究発表講演

会講演論文集, pp.142-143，(2012.3) 

【学会発表】 

 瀬尾優也，本橋元：遠隔操作用土壌撹拌機の試作，第 34 回風力エネルギー利用シンポジウム予稿

集, pp.292-295 (2012.11) 

 

増 山 知 也 

【受託研究】 

 増山知也: 鶴岡工業高等専門学校技術振興会学術研究の充実発展に対する助成,「損傷力学による

予寿命予測に基づく高強度歯形の提案」, (2012年度) 
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資料Ａ－１－②－３続き 
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資料Ａ－１－②－３続き 
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資料Ａ－１－②－３続き 

 

各種受賞等の実績（抜粋） 

 

機械工学科   佐々木 裕之 

【論文賞】 

日本ロボット学会論文賞(2011)、 

安沢孝太、佐々木裕之、鄭聖熹，高橋隆行： 

"低バックラッシュ立体カム機構を用いたロボットハンドの開発， 

-軽量ロボットハンドの試作と関節機構の評価-"， 

 

物質工学科  佐藤 貴哉 

鶴岡高専優秀教職員表彰 ― 鶴表第 41 号 (2010). 

 

鶴岡高専優秀教職員表彰 ― 鶴表第 45 号 (2011). 

 

 鶴岡高専優秀教職員表彰 ― 鶴表第 57 号 (2012). 

 

国立高等専門学校機構教員顕彰 分野別優秀賞（学生生活指導部門）「実用化研究に着眼

した高専教育研究の先鋭高度化」(2012). 

 

鶴岡高専優秀教職員表彰 ― 鶴表第 66 号 (2013). 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：総務課資料） 
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資料Ａ－１－②－４ 

平成 23年度学生研究発表（抜粋） 

 

 

（出典：地域共同テクノセンターリポート第 12号，pp.49-51） 
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資料Ａ－１－②－４続き 

 

平成 24年度学生研究発表 

 
（出典：地域共同テクノセンターリポート第 13号，pp.47-49） 
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資料Ａ－１－②－５ 

 

学生の各賞受賞者 

 

平成25年4月11日　学生課
情報処理学会

東北支部 平川賞
畠山賞 東北支部長賞 東北支部長賞 学生奨励賞

機械工学科 上野　菜穂子 半澤　端弥

電気電子工学科 佐藤　　紀

制御情報工学科 皆川　歩 鈴木　亮

物質工学科 石塚　竹生 富樫　拓也

機械電気システム
工学専攻

(ME専攻)
近井　学

機械工学科 齋藤　信也 高橋　竜矢

電気電子工学科 水口　智貴

制御情報工学科 佐藤　翔平 藤田　健広

物質工学科 オキ プトラ ショ 池田　萩

機械電気システム
工学専攻

(ME専攻)
武田　大樹

機械工学科 岡田　拓己 貞松　翔

電気電子工学科 菅埜　諒介

制御情報工学科 細川　明洋 渡會　慶次

物質工学科 髙橋　研一 今野　倫子

機械電気システム
工学専攻

(ME専攻)
齋藤　航平

機械工学科 秋山　大樹 峯田　　遼

電気電子工学科 結城　亮平

制御情報工学科 伊藤　大介 田村　和輝

物質工学科 田口　貴之 阿部　博弥

機械電気システム
工学専攻

(ME専攻)
冨樫　洸

機械工学科 楯村　俊希 狩野　博司

電気電子工学科 伊藤　優

制御情報工学科 遠藤　崇江 蛸井　博

物質工学科 関　亜美 太田　優輝

機械電気システム
工学専攻

（ME専攻）
宮崎　貴大

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

学生の学会等の受賞者一覧

日本機械学会 日本化学会 電子情報通信学会
年度・学科・賞

平成２０年度

 

（出典：学生課資料） 
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資料Ａ－１－②－６ 

研究活動の新聞記事等（平成 19年～平成 24年）（抜粋） 

 

合計 14 件 
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資料Ａ－１－②－６続き 

 

（出典：荘内日報；平成 22年３月 17日付記事） 
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資料Ａ－１－②－７ 

 

①市民サロン 

第 1 回市民サロン報告紹介 

……………………………………… 鶴岡高専物質工学科  平尾 彰子   ２８ 

…………………………………… 山形県庄内保健所所長  松田 徹     ２９ 

第 2 回市民サロン報告紹介 

     ………………………………… 鶴岡高専制御情報工学科  内海 哲史   ３０ 

……………………… 山形県産業技術短期大学校庄内校   開沼 和広    ３１ 

第3回市民サロン報告紹介 

……………………………………… 鶴岡高専機械工学科  田中 浩     ３２ 

      ……………… 山形県工業技術センター電子情報技術部  小林 誠也    ３３ 
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資料Ａ－１－②－７続き 

 

（出典：地域共同テクノセンターリポート第 13号，pp.3,28） 
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資料Ａ－１－②－８ 

 

（出典：企画室資料） 
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資料Ａ－１－②－９ 

産学連携研究発表会 

 

 

（出典：地域共同テクノセンターリポート第 13号，p.38） 
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資料Ａ－１－②－10 

 

鶴岡高専技術振興会助成研究報告（抜粋） 

 

⑦鶴岡高専技術振興会助成研究報告  ……………………………………………………  １３ 

「LSIの微小遅延故障検出，診断のための高速遅延時間測定法の開発」 

………………………………… 鶴岡高専電気電子工学科   加藤 健太郎 １４ 

「マルチショットによるステレオ視高速Ｘ線検査技術の開発」 

………………………………… 鶴岡高専電気電子工学科   佐藤 淳    １５ 

「医薬品原薬の単分酸化に関する工業晶析研究」 

………………………………………  鶴岡高専物質工学科  三上 貴司   １６ 

「複数台のKinectを用いた3次元位置同定手法の開発」 

     …………………………………… 鶴岡高専制御情報工学科  三村 泰成   １７ 

「障がい児養育支援機器「抱っこ器」の開発」 

……………………………………… 鶴岡高専機械工学科  小野寺 良二 １８ 

「シリカナノ空間に閉じ込められたイオン液体の特性評価」 

……………………………………… 鶴岡高専総合科学科  上條 利夫   １９ 

「損傷力学による予寿命予測に基づく高強度歯形の提案」 

……………………………………… 鶴岡高専機械工学科  増山 知也    ２０ 

「人権の射程と領域」 

          ……………………………………… 鶴岡高専総合科学科  長谷川 陽子 ２１ 

「セラミックス切削加工の研究」 

……………………………………… 鶴岡高専機械工学科  田中 浩     ２２ 

   「新規燃料電池用酸化物電解質膜の開発」 

………………………………… 鶴岡高専電気電子工学科  内山 潔      ２３ 

「植物のアントシアニン生合成の制御メカニズム」 

…………………………………… 鶴岡高専制物質工学科  南  淳     ２４ 

「理想的な生活習慣リズムの確立」 

……………………………………… 鶴岡高専物質工学科  平尾 彰子   ２５ 

「地域の科学ボランティアの養成とスライムマイスター講座の開催」 

……………………………………… 鶴岡高専物質工学科   瀨川 透      ２６ 
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資料Ａ－１－②－10続き 

鶴岡高専技術振興会助成研究報告予稿 

 

（出典：地域共同テクノセンターリポート第 13号，pp.2,22） 
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資料Ａ－１－②－11 

卒業・専攻科研究テーマ公募

 

 

 




